
施設の老朽化
⇒施設は安全に利用できなければならない

財政状況の悪化
⇒必要な時に必要な改修や建替えができなければならない

社会状況の変化
⇒行政は時代に見合ったサービス内容と量を提供していかなければならない

なぜ施設再編が必要なのか

将来の社会状況と価値を考える

資料1

施設再編の必要性と対応

20年・40年後の社会状況や価値をイメージすることが求められる

施設の再編を考えるにあたって

社会状況の変化やニーズの多様化に対応できる施設の仕立てが必要
従来の方法だけでないサービス提供方法を検討する

建物とサービス・機能は切り離して整理していくことが必要

どんな建物を残さなければならないか？
どこに残すべきか？

真に必要なサービス・機能なのか？
どうやって提供していくのか？
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人口
減少

移動が困難
要介護者増加

社会保障費増大
車の所有減少
低所得者増加
居場所の需要

ネットサービス
無人化・自動化
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情報の収集と発信
ＳＮＳ

暮らし方
働き方

世帯構成
価値観

収入格差

経済縮小
効率化の加速
空き家増加
公共交通の赤字運営
治安悪化
インフラの質の格差

市民が行政に求められる
価値とはどんなものか？

場所で価値を提供するの
か？サービスで価値を提
供するのか？

サービスは施設で提供して
いる時代か？

行政の役割そのものが変
わっているのでは？

生産年齢人口減少
人件費高騰
人材不足
納税額減少

住む場所・働く場所
の選択肢増加

都心回帰・自然回帰

自由
身近
応用性
最少経費
コミュニティ
居場所
生きがい
魅力


